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なぜ亜鉛欠乏状態では褥瘡が発生しやすいのか？

群馬大学大学院医学系研究科皮膚科学

茂木　精一郎
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―亜鉛欠乏による褥瘡発生機序の解明―

自治医科大学形成外科

田 代　絢 亮

この度は第49回日本創傷治癒学会において、研究奨励賞という名誉
ある賞を頂きまして大変光栄に存じます。日本創傷治癒学会の役員の先
生方、そして本研究に協力していただいた群馬大学口腔顎顔面外科学・
形成外科学および山梨大学医学部皮膚科学の皆様、当科の研究室の皆
様に深謝致します。

私は、創傷治癒、特に褥瘡の病態解明と新規治療法の開発を目指した
研究を行ってきました。今回は、亜鉛欠乏状態における褥瘡の発生と悪
化の機序を解明することを目的としました。我々は、亜鉛欠乏状態におけ
る褥瘡の悪化の機序として、亜鉛欠乏が、褥瘡部位における血管損傷、酸
化ストレスおよびアポトーシスを増加させることを見出しました。また、亜
鉛欠乏は、ATPを不活性化する分子であるCD39を発現するランゲルハ
ンス細胞の喪失やATP分解酵素の機能低下を誘発し、その結果、褥瘡部
位の細胞外ATP量が増加し、炎症が惹起されることも明らかにしました。
これらの成果より、褥瘡発生時には血清亜鉛値を測定し、低下している場
合は亜鉛の経口補充が褥瘡治療につながる可能性が示唆されました。こ
の受賞を励みに、日本の創傷治癒研究の更なる発展に貢献できればと
思います。

リンパ浮腫と再生医療

この度は第49回日本創傷治癒学会において、研究奨励賞という賞を
頂きまして、関係各位の先生方、ご協力いただいた方々に感謝御礼申し
上げます。私の研究内容に関しまして、簡単にご紹介いたします。リンパ
浮腫においては、四肢にリンパ液が鬱滞し、運動障害・感覚障害・創傷治
癒遅延・蜂窩織炎・肉腫発生などの問題が生じます。リンパ浮腫に対する
再生医療研究として、Maldonadoらは、上肢リンパ浮腫に対し、骨髄間葉
系幹細胞の直接腋窩部への投与を行い、有効な結果を得ました。
Takedaらは、脂肪由来間葉系幹細胞の培養上清がリンパ管新生作用を
持つことを報告しました。いずれも間葉系幹細胞が持つparacrine作用が
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2019年12月11日開催の令和２年度社員総会（評議員会）における決議にて、以下の通りの役
員および新評議員3名（*印）が承認されました。
新体制の下に学会のさらなる発展のため邁進していく所存ですので、会員の皆様にはますます

のご支援・ご協力を賜りますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。

（敬称略・五十音順）

主体となり、リンパ管の新生効果を発揮したと考えられます。

近年、間葉系幹細胞由来のエクソソームを用いた治療法が注目を集めています。エクソソームは由来
細胞と同等の能力を有していることが多く、また細胞を含まないため腫瘍形成などのリスクが少なく、効果
の調節がしやすいといった利点があります。我々は、間葉系幹細胞由来エクソソームがリンパ浮腫改善能
を持つことを今回明らかにしました。今後は更なるメカニズムの解明と臨床応用に向けた研究を積み重ね
たいと思います。
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